
 連続トークセッション Vol.01道がつなぐ文化・風景・地域

2018 年 6 月 23日 ）土（ 13：30～

定員　　　　：100名
参加費用　　：一般￥1,000／会員￥500
懇親会参加費：￥1,000

－イザベラバードの足跡を訪ねて－

申し込みQRコード

× NPO法人
元気・まちネット

13：00　開場、受付
13：30　開会　開会挨拶　岩井洋（JLAU技術委員会委員長）
13：35　基調講演 池内 紀（ドイツ文学者・エッセイスト）
 【イザベラ・バードのみた明治の日本】
14：25　活動報告 矢口正武　朗読 佐野千晶（元気・まちネット）
15：05　休憩
15：15　パネルディスカッション、質疑応答

パネラー　      　　 矢口 正武、佐野 千晶
コメンテーター    　南 賢二(法政大学非常勤講師、JLAU観光部会顧問）
コーディネーター　高橋 靖一郎（JLAU観光部会）

16：15　閉会（アンケート回収　～16：30）
＊16：45～懇親会　同会場にて

13：30～16：30（13：00開場、懇親会16：45～17：45）
コトブキD.Iセンター（東京都港区浜松町1-14-5 ）

■申し込み方法
QRコードより「イベント申し込みフォーム」
をご記入ください。
もしくはJLAUホームページのイベント欄か
らお申し込みください。

JLAU
技術委員会
公開セミナー

Vol. 01

イザベラバード（Isabella Lucy Bird、1831～1904）は
、1878年（明治11年）6～9月にかけて東京から日光、
新潟を経て、日本海側から北海道に至る北日本を旅
している。その様子は「日本奥地紀行」として執筆、刊
行されており、当時の日本を知る貴重な資料となっ
ている。

2018年はイザベラバードが横浜に来日してから140
年目にあたる。この節目の年に、その足跡をたどり、
ランドスケープの変容と課題を検証し、地域観光に
つなげる方策について議論を深める特別企画です。
ふるってご参加ください。

■主催・共催
主催：一般社団法人 ランドスケープアーキテクト連盟（JLAU）
共催：NPO法人 元気・まちネット（代表 矢口正武）

◆池内紀（いけうちおさむ）
1940年、兵庫県姫路市生まれ
ドイツ文学者、エッセイスト
『海山のあいだ』で講談社エッセイ賞、『恩地孝四郎』で
読売文学賞、訳書『ファウスト』で毎日出版文化賞を受
賞、その他主な著作に『見知らぬオトカムー辻まことの
肖像』、『二列目の人生』、『記憶の海辺』、訳書に『カフカ
小説全集』（全６巻）など、山と町歩きが大好きで、旅の
エッセイも多い。

◆矢口正武
1947年、山形県生まれ
NPO法人・元気まちネット代表理事
内閣官房・地域活性化伝道師
地域活性学会会員

◆佐野千晶
NPO法人元気・まちネット理事
NHK朗読口座上級コース修了

http://jlau.or.jp/event/

定員に達し次第、
申し込みを締め切りとさせていただきます。

jlautech@gmail.com
■お問い合わせ


